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第2四半期

私たちは、日本の環境保全・整備事業を下支えしています。

私たちは、環境汚染や災害から皆様の暮らしを守ります。

　土木管理総合試験所は皆様から“DK”の愛称で親しまれています。
　「土」「水」「大気」「動植物」などの『自然物』から、 「コンクリート」「鉄製
品」など『人工物』に至る、幅広い調査・分析技術と創業35年以上の実績を
有し、調査結果を基にしたコンサルテーションによって日本の環境保全・
整備事業を下支えしています。

　道路、橋、鉄道、空港などの社会インフラは、『品質評価』によって安全・
安心が約束され、また地すべり、土石流などの自然災害は『災害対策』がな
ければ甚大な被害を及ぼします。ただし、災害対策を含めた社会インフラ
も、自然環境に対する配慮（『環境対策』）がなければ意味がありません。私
たちは調査・分析結果を基に、『品質評価』から『災害対策』『環境対策』に至
る幅広い領域のコンサルテーションを行っています。
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卓越した調査技術で、社会インフラと
人々の暮らしの安心・安全を守ります。

　株主の皆様におかれましては、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。
　当社は、土木建設に係る建設コンサルタント事業を全国にて展開し
ており、土質・地質調査試験、非破壊調査試験及び環境調査試験の3
つの柱と地盤補強サービス事業をワンストップにて提供しております。
　おかげさまで2020年10月をもちまして設立35周年を迎えることと
なりました。
　これもひとえに皆様方の温かいご支援とご協力の賜物と、心より感
謝申し上げます。
　今期は、防災減災関連業務、インフラストックの維持管理業務等
が堅調であり、昨年の台風19号被害の復旧・復興関連事業が本格化
してきたことから、例年公共工事の発注が落ち込む第2四半期（4月
～6月）ではありますが受注増となりました。
　また、コロナウィルスによる影響も軽微であったため、上半期では
過去最高の売上高となりました。
　下半期につきましては、コロナウィルスによる影響が不透明ではあ
りますが、i-Constructionへの対応を進めるため社内研究体制の構築
と営業活動のオンライン化、既存業務の効率化を行い、FC店（フラ
ンチャイズ店）の出店によるエリア戦略も同時に進めてまいります。
　ロードスにつきましては、橋梁床版の調査にて初受注となり試行導
入の成果がようやく上がった形となりました。今後も顧客ニーズに合っ
た改良を加えると共にビッグデータ化を積極的に行ってまいります。

　全国ネットの拠点網を活かしてお客様にサービスを提供できるよう
万全の態勢を整え、業績の向上に邁進する所存であります。
　株主の皆様には、引き続き一層のご理解とご支援を賜りますよう、
お願い申し上げます。

下平 雄二代表取締役社長

連結財務ハイライト
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親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （単位：百万円）

■■ 通期 ■ 第2四半期

※ 2017年12月期期末、2018年12月期第2四半期については単体決算となっており、参考比較としております。
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　主に建設会社や建設コンサルタント会社等の依頼を受け、土木建設工事に必要となる調査試験業務及び維持管理業務に係る調査
試験を実施しております。
　当社グループの試験は、大分すると試験センター内で行われる室内試験と現場試験があります。
　当第２四半期連結累計期間は台風・自然災害の復旧・復興関連事業の増加によって土質試験、地質調査案件が増加し、インフラ
ストックの維持管理業務及びアスベスト建材調査・分析が好調を維持しました。

　構造物建設前の地盤調査と調査結果に応じた工法による補
強工事の提案を行っており、当第２四半期連結累計期間の業
績は、一般住宅物件の着工件数が減少、大型案件の受注も低
調に推移しました。

　当社の試験機器販売事業及び３D測量・設計のソフトウェア
開発を専門とする子会社のアイ・エス・ピーが販売する測量
計算ソフト「LandForms（ランドフォームス）」の販売事業が
主な業務内容となります。

事業内容

試験総合サービス事業

地盤補強サービス事業 その他事業

52百万円262百万円

2,850百万円売上高

売上高売上高

　アスベスト（asbestos）とは、天然に産する繊維状けい酸塩鉱物で

「せきめん」「いしわた」と呼ばれ、その特性から保温材や建材、耐火被

覆等様々な用途に使用されてきました。

　繊維が極めて細いため、解体改修現場等で適切な処置を行わないと石

綿が飛散し、吸引した人体に悪影響を及ぼす可能性があります。

　法改正で一定の規模以上の建物はアスベストの有無を事前に調査し、

その結果を都道府県に報告すること等が2022年から義務づけられ、対

象となる解体改修工事はこれまでの年間およそ1万6,000件から最大で

32万件にまで増える見込みであります。

　当社では、以前よりアスベスト建材の調査・分析を行っており、今後の案件増加に対応できるよう準備を進めております。 

アスベストって？
PICK UP!
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■■ 期末配当金 ■ 中間配当金

(注) ‌�当社は2017年10月1日を効力発生日として普通株式1株に
つき2株の割合で株式分割を行っております。2017年12月
期の配当額及び2018年12月期中間の配当額は、当該株式
分割の影響を加味し、遡及して算定しております。

土質・地質調査試験、非破壊調査試験、環境調査試験主な事業内容

地盤補強工事 試験機器販売主な事業内容主な事業内容
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1 ROAD-Sの今後のデータ集積計画について
　顧客ニーズに合わせたロードスシステムのパッケージ化を行い、既存サービスを4つ
のサービスに分割して提供することで、さらなるLCC（ライフサイクルコスト）低減に
向けた取組を進めて参ります。
　また、ビッグデータ化を加速させるため、4台目となるRSV4の開発に着手いたしました。
　このRSV4は大型の3D地中レーダを搭載したトラックタイプであり、北日本エリアを
中心にデータ集積に寄与する予定であります。

2 アスリート採用・君嶋選手（陸上100・200m、スケルトン）近況
　本社初のアスリート採用となりました君嶋選手ですが、コロナウィルス感染拡大
防止による出場大会の中止・延期が相次ぐ中、大会の再開を待ち続け日々トレーニ
ングを頑張っています。徐々に延期されていた大会の再開日程も決まり、下半期は
ようやく活躍の場を得る事ができそうです。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

商 号 株式会社土木管理総合試験所
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　　　　　　　　　　　環境調査試験
地盤補強サービス事業　地盤補強工事
その他事業	　　　　　　試験機器販売

設 立 1985年10月

資 本 金 12億102万円

従 業 員 数 445名

本 社 〒387-0001 長野県千曲市雨宮2347-3
〒110-0005 東京都台東区上野5-15-14-5F
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株主メモ

当社ウェブサイトアドレス
https://www.dksiken.co.jp/
　当社の事をより深く理解していただくとと
もに、最新情報をタイムリーに提供することを目的に、
IR情報や事業案内などをウェブサイトに掲載しています。
ぜひご活用ください。

トピックス

ウェブサイトのご案内
　2019年2月より当社公式アカウントが稼働
中です。
https://twitter.com/dkss1985
　IR情報以外にも業務に関連した情報をお届けしており
ます。
　ウェブサイトと合わせてチェックしてみてください。

Twitterのご案内

●株主様アンケート
　の実施について

同封の
アンケートはがきに

ぜひお答えください！


